
PDF issue: 2025-07-10

<巡檢報告>(5)登呂遺跡・久能山地方巡檢記

広川, 裕子

(出版者 / Publisher)
法政大学地理学研究室

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政地理

(巻 / Volume)
1

(開始ページ / Start Page)
38

(終了ページ / End Page)
39

(発行年 / Year)
1950-07-01



ヽ

認

虻 州 E瀑．氾化・した と思 われ各河 0 の砂遜 らLきも 〇）を取’えて銚年港に出

る。 石兌な 魚吊潟て｀‘口休日 の たの芥慰しく穫物の入扁獣況を見る涯が出

京なかつ だが＾ 山 ヒ渇丑オl色漁箔 が凡 そー 8 t，、消化さ北るどいう話で• 八

惇かも気 l3誼炭する専 が出禾た・。そ｝｛ ・ょ li'i尺え！濯 0l河 0 を湾 IJ茂瑚の町

セ出 、消名 な辰底 (j) 1べ秒 丘 ぎ毘る手がぐ出禾た，全く日 本ばな ~l L r...あを

か主万}英(J)甲に立てる虻］を思玄与 え否雄六でに一后．--翌 l 色が岳且紗丘

ば削 ・らヵiて行くと云ラ寺で、その賊止 のの洞が作ら ．すして．も＇：：： a'(0)探困ほ

禾芭示明と 0)車 で而る 心此の秒丘り）粉は下 0l丘氾て （l)宅． 0)から朕詫さえL

るの さ‘と云う ，，，て オlよ 1Jずf癖な る戻iをキエ涯 ．に西の紅）を氾―！口在郷ごtlご．沢；

り、 為悪綬に すむ‘しを ．一 日を先在 1こ緊甜して 硝取した 。

/ 5 登呂遺詞・久勉 1L1 咆汚 巡、畷記 マ笥．．
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空七[•町i] 沢疲の蕊籍や、弓円取忍 (j) 御旬ド等に依 1} 計画甲で あ＾フ左

痒岡抱乃へ 01巡椀が十 ＝ 月二十五 f:lから二十 7¥8 Iこか r｝て行わオ1た。参

梧は十 ・ー名｝二十 丘 曰の長乾虹J呈 •t慄京択百発単。l 二十六日ヰ前四詩
遷毛禾だ 嘔 いとはu l)に巨 aれ色箔釉灰 lこ召l箔．五時、冷い毘空 (!J下にヽ

苅図、ヒ濃中雷 燈 百租 lJI二出発 。ハ 帷山的泊を涌毬して登8渥鉢 1こ蒼いた

のほ．やつヒ 白ユがlすた頃で あった 。杷土思 に・ふ 7 て程没 さ :ll・iいった 登

＇、 Bの森旦式文化用に於寸る水田緊尭住芭 (J),陀秦 、登笈 の際Rとし t．守

• 名 •Iりに紋弓葬岡平野財阪｀渦程にだける自烹茫酌祝や 、 把盛皮靭説 、 把霞

我なと・'があるが 、短民向てn日之耳 についてあ 3,)脚へ`る 菩 が出克な かつ石

→ 然し守倍 l,ft，の乱流による 白窯淀防④酵阪や後背逸児 (J)粘土扇による理

没．‘.t北ばヌ兜鼈仇度初 ：と相衷つて促進 ，さオしたO)では なか ろ弓 か e

柱尼趾中 1：：あった木材、氷田達葱の概原等を見況 Lて 綬 群 遥 、ほいに

高江妙giこ向ラ。毬中土抱れIm、荀 lご繁畑ヒついて衷山江阪 的ヽ甜 (JJ人｛礼

とたぺて蕊咋ら久紀桁遍に出る。大母 Ht 庖的近 t• 砂丘 のカッテ，1 ンゲ＇ 1：：

．咽 り 砂霰の地眉を課、ヽ ．要に中 干社 の弁型 的な天井li1を過過する周：： な

1,  ”` ると｀久彪山麗の租名な石坦苺 (JJ栽懇景配が展発さ 1{ て末記経営忌を

？ク 3えての記によると、 z(J)石煙苓 吸南品作物 kL て市婿励但が祢ぃ

だけにその対培 1:.I3名応を要す ると云弓ことがわか ジた 、，す笥 過ぎ久 逝，

山登山 01ニ fll 冦..ナ一時半 ~芯 日 本 平を目活して出発し．たク今江布酋沼歩
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て ながら見て 来だ 久 姥山塊南回のでリ立 つだ鹿 I二郎jみ¢んだ‘雨裂や、 ・中

平杞 い 天 井 川 の 外 恙け Ptrか で 見 だ 洪 ポ Iこよって j里没でオlた 刃 逍 の株 、更

1：： 山翌 が砥の 堆語 、 止Iti.!-(])倍腔ホ‘懇から久糀山が砂，牒噂段により 届応さ

.:1-1 て L) る ことが 充 分 に認のらボた，

己応 平に 登る と 、北 血 にかけて 辰面さ jtだ辞 I過平 野 が一 望 0)下 に 毘 下

亡:1-l厄つかつては 究 下 Li盃水が｀止I際互慢入 L~梨さな し、て (}) ;湾内 OJ

惹 であっだ と再え ら :I-I~ 八 11当山、も、達止1 及も'‘ 有段山が今 l"J 、 水田ヤ人 釈

に よって控屯オ（た姐涵ヰ野f])巾 I二、 ＇毛屯 任時 a呂百憑わ せ る 知 〈 亡 浮 び‘

出て見之ゎ。

下 u,1用伯。茫 歩 て，、潟 水市 」こ fi)I J舟京時陪I0)郁合で，｝＼名が売リ、胎て＂三

保令岐砂嘔に向つ た。 時 面 に 堂 ゎ 北 て 唯 、松屎を通 l)研衣の松を見． 詑

け る様 にし て束 船， ヰ悛五咤ご十三分酒ポ択発 の 列 手 で、囃深した 。

｀ 

夜行列車在 ，使っ て の相当 差行酋 (J')旅行てP ばぉ ?た ，、｀隕山酌殺 (l)・「語

岡栗部」に岡するマ、、）ア・ 1)ーテ図．ン ゲ によ る 惹湿妬紺 し`、翌田的特 (J).登呂

匿踪を中 J~I としをお桔が｀．．．乙 ¢巡楼亡依リ ー居理紹を深めろ 之ヒ が曲ま

たこ と 互窓謝衷し 3す。 ・

以上：＂ 
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